
「⑨ コロナ禍での震災を考える‼」

「 私たちができること 、 伝えたいこと 」

本日3月11日、東日本大震災から10年、14：46 M9.0 の巨大地震により
東北を中心に首都圏・原発を含め 未曽有の被害に遭遇！

（3年前に、大阪北部地震・台風21号で大きな被害を忘れいていませんか！）

※資料引用：内閣府「災害関連」、

一人ひとりが、感染症対策を徹底・持続することが何よりも重要

一人ひとりが、日頃から災害への備えをすることが何よりも重要

東日本大震災と、コロナ禍を考えてみましょう！

災害への備えは、できていますか‼

「ニュース」、インターネット各種資料より

共 通 点

🔵 目に見えない 放射能とウイルス

🔵 一時期に、生活必需品が品不足

🔵 施設や交通網に、規制が生じた

相 違 点

🔵 物理的修復、避難所・仮設住宅

🔵 外出自粛、検査･ワクチン、時短

🔵 リモート･スマホが、一気に拡大

震災の教訓（情報が入りにくい）から、スマホの拡大に伴い 各自治体でSNS対応の
災害用情報発信、コロナ禍では企業を含め外出自粛でリモート対応の常態化

最大の共通点は「 絆 」と 「つながり」の大切さ！！
特に、コミュニケーションにより、ご家族・ご友人の大切さを・・・
（マスクはあるのか、足りないものはないのか、お互いに助け合う！）

枚方南支部は、Face to Faceの友愛訪問・HPを通じて、会員様との “絆” づくりに取り組んでいます

常備薬

充電器
Panasonic
乾電池

🔵 住居地にどんな脅威があるのか

🔵 どのような避難行動をするのか

🔵 どのタイミングで避難するのか

🔵 予め避難場所・径路等の確認を

「自らの命は、自らが守る」意識が大切


